







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ました。例えば H 大学では合宿式の FD をやっ
ていました。K 大学では授業参観をやってい
た。それから学生アンケートなど、色々なもの
を真似しました。ただし、真似するだけでは身
に付かない。そこで、自分たちの大学に合っ
た、アレンジをしました。FD 合宿をそのまま
導入するのでは面白くない。そこで、学生を入
れましょう、学外の人を入れましょう、地域の
方を入れましょう、と、開かれた FD 合宿を行
いました。つまり、そのようにすることで、自
分たちが見えていないものが外の人には見える
ということがわかりました。授業参観をただや
るだけ、ただ貶し合うだけでは、参観する側も
参観される側にも意欲は湧かない。そこで、先
生たちが始めたのはクリニックです。カウンセ
リングではなく、先生たちのこういうところ
は、学生たちにうけていたけど、こういうとこ
ろはどうだったんでしょうということを、ビデ
オで見て一緒に振り返る。基本は貶すのではな
く、「お互い頑張ろうね、先生は良いものを
持っているよ」というように、励まし合いまし
た。このように、自分たちなりのアレンジを繰
り返しているうちに、この大学は、他の大学か
ら注目されるようになり、気がついたら周回遅
れのトップランナーになっていたという実例で
す。
これも、ついでに話しておきます。「まだ遅
い、もう遅い」ということは言わない。「今が
その時」これも、ある先生に教えてもらいまし
た。これは大学の経営の話ではなく、学生に向
き合う時に必ず、「まだ遅い、もう遅いは言わ
ない。今がその時。気づいた今がチャンスなん
だ」ということを、その先生はよくおっしゃっ
ていました。
更に実力ある大学の共通点を申し上げます。
今、大学では、キャリア教育がずいぶんと盛ん
に行われています。その中で、先生方が必ず
おっしゃっていることは、なりたい自分を意識
させ、書かせる、ということです。これはとて
も大事だと思います。ですが、なりたい自分だ
けでは目的は達成されません。それはなぜか。
先ほどの学生の変化と同じです。今の学生の社
会は、とてつもなく狭いです。知っている職業
はほんの一握りです。その中からなりたい自分
を選ぶのです。なりたい自分をそこに当てはめ
ようとする。でも、なりたい自分はなれなかっ
た自分と背中合わせです。それよりは、必要と
される自分を意識させることが重要です。これ
が、実力ある大学、教育力のある大学を見て、
感心した部分です。なりたい自分だけ、これだ
けを強調していたら、偏差値と同じです。二分
の一どころか、かなり高い確率でなりたい自分
とは違った自分になります。それよりは、もっ
と学生の視野を広げて、この世には、必要とさ
れない人は一人もいない、ということに気づか
せ、必要とされるあなた、というイメージを学
生に落とし込んでいく。一緒に考える。必要と
される自分を意識させることが重要なんだとい
うことを、私は教えてもらいました。
最後です。山登りより、川下りを。実力ある
大学の先生たち、職員の皆さんは実践されてい
基調講演「２０１２年度第６回 FDセミナー」 ５７
ました。山登りより川下り。あの山の頂上を目
指せ、というふうに学生の尻を叩くのは本当に
簡単です。学生は素直で、とても真面目ですか
ら。だから叩けば、なんとかなる。ところが、
あの山の頂上にはもう幸せはありません。昔は
官僚になれば安泰でした。今、官僚は削減の対
象です。そして私たちは、一流と呼ばれている
企業、金融機関がばたばた倒れていくのを見て
きました。つまり、もはや私たちの価値観で、
幸せというのは語れない時代に入っています。
山登りをしても、そこに幸せはないかもしれな
い。それよりはむしろ、先ほど言ったように、
なりたい自分よりも社会に必要とされる自分、
それに沿って、川を下る。ペットボトルで組ん
だ粗末な筏かもしれないけれど、それに乗って
いく。それも教育なのだ、ということを教えて
もらいました。教育の語源はエデュカティオ、
引き出すという言葉だそうです。
最後になります。「大学の実力」はなぜ一覧
表なのか。「大学の実力」調査は、当初、ラン
キングにすることが私に与えられたミッション
でした。ですが、ランキングにしたところで、
それは偏差値と変わらない。ある一定の尺度、
それも読売新聞が作った尺度で、このランキン
グのトップを目指せば、幸せになれるか。なれ
るなんて誰も保証出来ません。偏差値が高い大
学に入ったら幸せになれるかどうかなんて、も
はや誰も保証できません。一覧表にしたのに
は、自分の幸せは自分の力で掴み取ってほし
い、自分の人生は自分で選び取ってほしい、そ
ういう思いを込めています。
少し時間があるので、その背景をもう少しだ
けお話しします。大学ランキングをと言われた
当時、一番上の娘が中学生で、不登校になって
いました。いじめが原因で、毎日家にいまし
た。そうすると、不登校の娘のところに同じく
不登校の子が遊びにくるようになりました。う
ちから、目と鼻の先に中学校がある。わずか５
分くらいの距離に。その中学校には行けないけ
ど、うちには来てくれる子が何人もいました。
その子たちが、こんなふうに話していました。
「私は小学校３年生まで学校に行けなかっ
た。中学校に入って、また行けなくなった。た
ぶん高校も行けない。でも、大学は行きた
い」。そう言った時に、娘も含め、そこにいた
子たちは皆うなずいていました。私自身も、良
くわかりました。私自身、小学校、中学校と、
不登校歴が長かった。高校も苦しかった。で
も、大学で初めて学ぶということの意味、学ぶ
ということの面白さ、それに出会いました。誰
とつるむのも、誰とつるまないのも自由。何を
学ぶのも、何を学ばないのも自分の責任。そこ
で私は人生をやり直し、不登校という過去とき
ちんと向き合うことができました。
大学というところほど、学びにふさわしい場
所はありません。その大学を、守ることができ
るのは皆さんしかいません。今、大学は百年に
一度の大転換期と言われています。このまま放
置しておいたら、政権がどう変わろうと、大学
に安泰な時代は来ません。今は戦時ではないで
しょう。まだ嵐の前の静けさ状態です。そんな
中ですら、組織か、組織じゃないかわからなく
なっている状態で、果たして戦時を乗り越えら
れるのか。その答えは皆さんで出してくださ
い。
でも、私は大学を守ってほしい。この日本の
教育を支えるのはやはり大学しかありません。
小学校、中学校、高校の先生は、大学の卒業生
ですから。大学の力が大きい。その大学に、き
ちんと今、大学というのは何をすべきなのか、
どう学生と社会と向き合うべきなのかを考えて
もらいたい。そのために、ランキングではなく
て、一覧表にしました。その情報を次世代に届
けたい。それが「大学の実力」調査に込めた願
いです。
「大学の実力」調査というのは、毎年７月に
読売新聞朝刊に掲載し、その後このような本に
して、９８０円で売っています。ちなみにこの売
り上げは、被災地の受験生のための奨学金にし
ました。奨学生として９人の内定を出しまし
５８
た。この人たちにお渡しします。給付型の奨学
金です。さらに「大学の実力」をもっと読み解
くために、全ての高校に、「大学の実力を読み
解く冊子」を無料で配布しました。
日本で、日本に生まれて良かった。この世に
生まれて良かった。この国で教育を受けられて
良かった。そう思える人を、一人でも増やした
い。そのために、私たち読売新聞は、「大学の
実力調査」は、皆さんと手を携えて、この国の
大学教育が力をつけていく、そのお手伝いをさ
せて頂きたいと思っています。長くなりまし
た。ご清聴、ありがとうございました。
［以下、質疑応答］
（司会）ありがとございました。少し時間がご
ざいますので、せっかくですから、質疑の時間
を持ちたいと思います。どなたからでも結構で
すが、ご質問があれば。いかがでしょうか。
様々に、面白い話をして頂きましたが。これだ
けは聞いておきたいな、ということがあればお
願いします。
●ありがとうございました。様々な関係から教
えて頂きまして、勉強になりました。先ほど、
最後のほうに言われた山登りより川下りという
言葉ですが、私も自分が今置かれている状況、
また、接する学生のことを思いながら聞いてお
りましたが、私のほうは山登りが好きなせい
か、川下りという言葉と、学生の可能性を引き
出していくということが、どうつながっていく
のかなということが、何となくイメージは出来
ますが、少し疑問に思っておりました。この点
について、教えて頂ければと思います。
○（松本さん）すいません、少し説明が足りま
せんでした。山登りというのは、親御さんに言
う方がよくわかるかもしれませんが、世に言う
偏差値の高い大学に行って、一流の企業に入っ
て、官僚になるということが幸せの道、これを
山登りと言っただけで、川下りというのはそれ
こそ今先生がおっしゃったような、その学生の
可能性、その学生を必要としてくれる社会を川
に例えたということです。学生の作った、可能
性という筏に乗っていく。それを川下りと例え
ました。ですから、昔のように、一流大学、一
流企業、これを山登りと大きくくくっただけな
のです。世に言われている、幸せなコース、そ
んなコースはもはや存在しないということを言
いたかったのです。説明が不足していて申し訳
ありません。最初に申し上げましたように、親
御さんはまだ偏差値という言葉の持つ価値の変
化に気付いていないようです。自分たちの時代
の偏差値と今の時代の偏差値というものを同一
視してしまう。だから偏差値が低い大学＝ダメ
大学というふうに簡単につなげてしまいます。
皆さんわかっているだろうと思って説明を省略
してしまいました。失礼しました。
●松本さんが考える、これからの大学はどうあ
るべきだと思いますか。方向性と言いますか、
将来あるべき大学というのはどのようにお考え
ですか。
○（松本さん）危機感を共有し、教職員が手を
携えて、大学というものを組織として運営して
いく。戦略と戦術と、戦力。この三つが、きち
んと備わっている大学を私は実力ある大学だと
思います。ガバナンスが大きくものをいうとこ
ろです。どうやって大学を作ろうかという、学
長レベルの方々の考えがきちんとしているこ
と。そして、それに基づいて、その危機意識を
共有出来る教職員がいること。更に、その教職
員が何をするか。もう学生を育てるしかないで
すが、うちの大学は今何をしていかなければな
らないのか、という現状をきちんと把握できて
いる。こういった大学を、実力ある大学だと考
えています。こういう大学であってほしい。先
ほど、教員同士が全然連携が取れていないと
おっしゃいました。「こういう大学でいいのか
な」ということをおっしゃりたかったわけです
よね。その問題意識は、そのまま参加されてい
る皆さんに伝わっているわけですから、大丈夫
です。今の危機感の共有。先生方には耳の痛い
話かもしれませんが、少なくともこの席にい
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らっしゃる先生方は、そのような実態が学生に
伝わっていたということがわかっているわけで
すから、それは今後改善されていくであろうと
思います。
●先ほど、組織ということが話に出てきました
が、私自身も含めて大学に勤めていらっしゃる
先生方の大多数が、いわゆる会社のような組織
ではやっていけそうもないと思われているのか
もしれません。それが実態だと思います。その
ような人間が、どうやってうまく組織化に携
わっていけば良いのだろう、そこからはみ出し
てしまえば、今度はどこに行けば良いのだろう
と、そういうところを危惧していますが、その
点についてはどう考えておられますか。
○（松本さん）どの組織にも２・６・２という
数字が当てはまると思います。最初の２はトッ
プ層、６は中庸、最後の２、これを大学では「深
海魚」と言うそうですね。深海魚らしい、奇抜
な能力や発想力、こういうものを持っている深
海魚なら良いと私は思います。そうではなく、
あじやいわしの大衆魚の類いなのに深海魚然と
して海底でくつろいでいたりする。こういう人
たちをどう巻き込むのか、トップ層の２の方々
が、どうやって大きな循環を作っていくのか。
これについては、はっきりとは私にもわかりま
せん。先ほど、抽象的に危機意識の共有、情報
の共有、こういったことを申し上げましたが、
これは理念であって、ノウハウとして一体何を
したらいいのか、これは正直に言うと私にもわ
かりません。そもそも、危機意識を共有するこ
と自体が難しい問題です。大学には多くの人間
がいます。今日、ここに集った皆さんは、危機
意識を持っていらっしゃる。なんとかしな
きゃ、というふうに思っていらっしゃる。そう
じゃない方に、どういう言葉で語りかけたらい
いのか。もし、これは効き目があったという事
例があれば、ぜひ教えて頂けないでしょうか。
特効薬、処方箋というものがありましたら、教
えて頂きたいです。どの大学にも通用する方法
は私にもわかりません。むしろ、どの大学にも
通用する万能薬というものはないと思います。
それぞれに開発していくしかない。今、どうし
たら良いかと考えている先生方が、少なくとも
これだけいるのだから、ここから広げていけば
良いのかなというところまではわかりますが、
実際のところどうしていくのかは、先生方次第
です。
●少なくとも、いわゆる会社型の組織というの
は、大学においては成立しないのではないかと
思います。そうすると、うまく組織として成り
立つ、組織としてやっていくためにはどんな方
法があるのかというところが、一番の問題では
ないかと思います。
○（松本さん）たとえば私立大学の強みの一つ
は、国立や公立と違って、建学の理念がはっき
りとしていることだと思います。それは、昨日
今日で作った、コピー＆ペーストとしたものと
は違います。創価大学には、『創価教育学体
系』という建学の理念の基となる本があります
よね。そこには、経験から出発し、価値を目標
とし、そして、経済を原理とする、ということ
が書かれてあって、そこに原点が見出させるの
ではないでしょうか。要するに、原点に戻ると
いうことも一つの方法かと思います。そういっ
たことも含めて、ミッションがきちんとしてい
る。このミッションとは何かということについ
て議論が出来れば、本当にいいなあとは思いま
すが、それは難しいでしょうか。そういう場と
いうのは、なかなか作れないでしょうか。外か
ら見ていて、創価大学のように、一つの思想体
系を持っていて、建学の理念もはっきりしてい
ても、それが難しいとなると、他の大学はこれ
どうしたらいいのだろうかと思ってしまいま
す。
ミッションがきちんと定まっていないから、
多くの大学は困っているのかもしれないとは
思っています。大学としては難しいかもしれな
いけれど、学部はかくあるべきで、こういう学
生を育てるというポリシーがあって、そのため
にこうなんだというようにカリキュラムポリ
６０
シーを作り、更にそのためにアドミッションポ
リシーがこうなんだという、体系性というもの
をきちんと作り直してみるべきではないか、と
いう議論ができないものかと常々思っています
が、体系性というのは難しい問題だ思います。
●本日はありがとうございました。保護者の松
本さんとして、冒頭に一番上の娘さんがいます
とおっしゃっておられましたが、保護者として
の松本さんは、お子さんの大学選びに、特に保
護者としてどういう形で関わられていたのかと
か、どういうアドバイスをされていたのかとい
うのを参考に伺いたいと思います。
○（松本さん）結論から申し上げると、スポン
サーで、情報提供者、そして相談相手というス
タンスを守るようにしています。
先ほど申し上げました一番上の娘ですが、不
登校だったこの娘、実は他にも色々とありまし
た。語り始めたら、これだけで２時間はかかり
ます。もう大変でした。
やっと不登校から立ち直って、中３になりま
した。ここから高校を選びという時に、私が一
番大事にしたのは、山登りより川下りでした。
そして、この子が選んだ川を、この子が作った
筏で下るということを大事にしました。この子
が、自分は何をしたいのか、どこの高校に行き
たいのか、私は自分で選ばせました。そして、
娘は自分で選んだ高校に行きました。ところ
が、自分で選んだ高校にも関わらず、入学して
１ヶ月後、この高校にはやりたいこと、やりた
いものがないと言ってきました。転校したい、
と。正直、ほっとしたんですよ。娘の高校選び
に口を出さなくてよかった、と。先ほども申し
上げましたとおり、私は娘にプレゼンをさせ、
相談を受け、求められれば情報も提供し、スポ
ンサーとして納得したらお金を出しますよ、と
いうスタンスをとっています。その結果彼女は
３つの高校を選び、その中の第一志望に入っ
た。それにも関わらず、１ヶ月後には、やりた
いものがないと言うのです。ここで、私は「あ
なたに何も押し付けてないよ、ここはあなたが
選んだんだよ」と言うことが出来ます。押しつ
けたら親の責任になってしまう。だけど、押し
付けないで、自分で選択して、自分でプレゼン
したのだから、自分の責任です。
そこで、娘には自分で選んだ責任を取らせま
した。「どうしても転校したいのなら、また３
つに絞りなさい。そしてそれについてプレゼン
しなさい」
半年待ちました。そして出てきたのは、アメ
リカ、イギリス、ニュージーランド。この３つ
が出てきました。私もさすがに驚きました。専
門学校も含めて、色々な学校のパンフレットを
取り寄せているのを見てはいましたが、さすが
にアメリカ、イギリス、ニュージーランドとい
う選択肢は想像もしていなかった。娘はそこで
何をしたいのか。それは、当時流行していたハ
リーポッターの映画を見て、自分もぜひ映画を
作る人になりたい、そのための勉強がしたい、
ということでした。「昨日今日で映画を見ただ
けの人が、突然映画人になれるんだったら、
はっきり言って私はスピルバーグになってた
よ」と思いましたね。
毎日、子どもと戦争しました。半年はやりま
したね。それでも、最後まで「どうしてもここ
行かせてくれ、そのかわり泣き言は言わないか
ら」と言い張り、最終的に私が折れました。
通っていた高校は退学しました。行くにあたっ
て、アメリカ、イギリス、ニュージーランドの
３つの選択肢のうち、アメリカは入国審査がと
ても厳しい。全然勉強していなかったので、全
然入れるレベルではありませんでした。イギリ
スは時期的に合わず、結局、入れるのはニュー
ジーランドしかなかった。ニュージーランドに
行き、そして現地で色々な国の学生たちと、
色々な国の若い人たちと切磋琢磨するうちに、
自分の馬鹿さ加減もよくわかったようです。自
分は何も知らない。映画のことだって、ほんの
少しの知識しかないことを知り、とてもじゃな
いけど映画人にはなれないことを思い知らされ
ました。そして、進路を変更することにしまし
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た。今度は何になるか。娘は、自分の強みを考
えました。「自分の強みは何か。口喧嘩だ。口
喧嘩だったら、何年もお母さんと闘ってきて、
人には負けない。単なる口喧嘩だったらわがま
まだけれど、口喧嘩に理論を加えた法律家なら
ビジネになる」というように、彼女なりに論理
的展開を加えて思いつきました。そして「英語
はやってみたら面白かった。だから、法律を勉
強したい。国際的に活躍出来る法律家になりた
い」と彼女は考え、ニュージーランドから帰国
し、勉強して試験を受け直し、今はイギリスに
行っています。お金のかかる子って大変です。
私自身は、一般的な保護者と同じだとも言え
ますし、そうではないと言えるかもしれませ
ん。ただ私に言えることは、この子たちが大人
になった時に存在する職業と、今の職業は違う
ということだけはわかります。今、想像も出来
ないようなカタカナ職業がたくさん増えていま
す。それは私たちが学生だった時にはなかった
職業です。今ですら、こんなに増えている。ま
してや、これだけ知識の陳腐化が加速している
時代に、この子たちが大人になって社会に出る
頃には、もはや私たちの常識が全く通用しない
だろうと私は考えているので、口出しはしませ
ん。その代わり、お金を出すスポンサーとし
て、説得してくれないと困ると話しています。
私が理解出来ない、私が共感出来なければ、お
金は出さないよというのが私の基本的スタンス
です。そういう話でよろしいでしょうか。
（司会）それでは、皆様に本日のセミナーにご
満足いただけたところで、終了させて頂きたい
と思います。松本さん、大変にありがとうござ
いました。
６２
